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［目的J本研究 で は、使用者の 化粧品 に対す る意識調査結果 を基 に 、化粧品の 成

分 を合成系添 加剤 か ら天然系 添加剤に 代替 した場合の 乳化物の 機能性 と、因T一
分析 に よる価値評価 を行 っ た。天然成分 として キ トサ ン、コ ウ ジ酸、トコ フ ェ

ロ ール等に 着目した。本研究で は ．ペ ース ト状の 微細化処理 キ トサ ン懸濁液 を

乳化物の ベ ース基材 として 用い た。コ ウ ジ酸は 、チ ロ シナ ーゼ 阻害効果を有す

る美白成分で ある 。 こ れ ら天 然系成分の 細胞毒性、保湿性、抗菌性を評価 し、
安全性の 高い 基礎化粧品 ク リーム の 作製を 目的 と した 。
［方法・結果 】正 常ヒ ト表皮角化細胞 〔NHEK 、倉敷紡績株式会杜製）を培養し、
MTr ア ッ セ イ法に よ り、各試料 の 細 胞生 存率を 求め細 胞毒性 を評価した 。抗菌

性試験 に は 大腸菌 （JMIO9 ） を用い た 。さ ら に、キ トサ ン 含有の 乳化ク リ ーム

を作製 し、乳化状態試験 ・保湿性評価試験 を行 っ た。そ の 結果 、体細胞毒性評

価 で はキ トサ ン、コ ウ ジ酸に は細胞毒性 はなく、メチ ル パ ラベ ン に は細胞毒性

が あるこ とが分か っ た。特に キ トサ ン に は細胞 を増殖 させ る効果があ るこ とが

明 らかに な っ た。抗菌性評価で は コ ウ ジ酸が メチ ル パ ラベ ン よりも強 い 抗菌性

が ある こ とが明 らか とな っ た。保湿性評価，乳化状態試験の い ずれ もキ トサ ン

を配合する で 既 存ク リーム よ り向上 した 。

【目的】水素化金属 CaH ？を含有 したセ ラ ミ ッ クボ
ー

ル 〔CB）を用 い て、マ イナス

水素 〔ヒ ドリ ド） イオン を豊 富に含 む水素水 が開発されてい る。こ の 水は通常

の 水 に は観察 され て い な い 、次 の ような様 々 な性 質が示されて い る。（1｝酸 化還

元電位（ORP ）が
一2DOmV で pH が9 を超 え、2Dppb以上の 溶存水素 （DH ）が検 出 さ

れ る。（2）CB の N 極か ら水素ガ スが発生す る。（3）外部か ら添加 した水素ガス を

溶解する こ とが で き、こ の 際の DH 濃度 を長時 間持続す る こ とがで きる 。｛4）酢

酸な どの 酸添加に よ り、容易に水素ガ ス （H
†
＋ H
’→H2 ↑）を発生 させ る こ とが

で きる 。 （5）CB の 数に よ り植物の 開花の 制御や 根 を発生 させる こ とがで きる ，こ

の よ うな 中、植物に 対す る作用 が こ の CB と似 た性質 を示す天然 の湧 水が 見つ

か り、この 湧水よ り微生物 の 単離 を行 っ た。【方法】湧水は蔵王 山の 中腹の 湧水

を用 い た c 湧 水か ら単離 した微生物 の培養 液を遠心に よ り集菌 し、こ の 菌体を

透析 チュー一ブに入 れた上 で 、蒸留水 を加 えたビ ーカ に投 入 した 。こ の 後、水素

ガス を注 入 した場 合 と注 入 しない 場合 の DH とORP お よびpH値 の 変化を測定 し

た。また、DH とORP 値が安定 した とこ ろで、酢酸を添 加 し、　 DH 値 を測定 した。
【結果】単離 した Mes’orhizobi ”m 　sp．　GNI 株は蒸留水の ORP 値 を一】00mV 程度 まで

低 ドさせ る作 用を有 して い た。こ の GN1 株 に よる還元水の 作製には初めに水素

ガ ス の 添加が重要で あ り、こ の 後に 酢酸を添加 した とこ ろ、水 素の 発生を示す

優位な DH 濃 度の 上昇 が検 出 された。こ の 結果 より、GN1 株 を用い て 作製 した

還 元 水は CB で作 製 した水 素水 と同 じように 、水中に H
．
イオ ン が生成 して い る

と推 測さ れ た。

Evaluation　offUnctions 　and 　values 　based 　on 島 ctor 　anal アsis 正br　cosmetic

emulsion 　replaced 　synthetic 　additives 　with 　natural 　ones

　OKana　Momonoi，　Shizuka　Sata，　Satosi　Osawa
　 （Graduate　School　ofB めengineering 　and 　Chemistry，　Kanazawa　Tnstitu亡e　ofTechnol −
　 08y ）

Detection　of 　dissolved　hydrogen　in　a　redex 　water 　made 　using 　micro ・
organlsms

　OEisakuOikawab，Nao 　Shimoda1 ，　Taneaki　Oikawa3

　（
IDept 、　Civ．＆ Env．　Eng．　Kure　NCT ．，1Advanced 　Eng．　Kure　NCT ．，コICB．　rNC．）

Key 　words 　biodegradable　po］ymer、　UV 　absorber ，　antioxidant 、　photo　stabi ］lty Key 　words 　hydride　ion，　dissolved　hydrogen，　spring 　wat 已r，　microorganisms

31aO2　 偏性嫌気性細菌 Megas ρhaera属の 迅速検出技術の 開発

　　 　 　　 ○ 阿部 新子，長谷川 裕士 ，板東 由起 子，大西 章博，藤本 尚志 ．
　　 　 　　 　 鈴 木 昌治

　　 　 　　 　（東農大
・
醸造）

　　　　　　 alohnish   odai ．ac ．jp

31aO3　　乳酸を単一
の 基 質 と し て水素 燃料 を生産 可能な微 生物の

　　　　　 獲得

　　　　　 ○長谷川 裕士，阿 部 新子 ，板 東 由起子，大西 章博，藤本 尚志，
　　 　 　　 　 鈴木 昌治

　　 　 　　 　（東農 大 ・醸造〕

　　 　 　　 　 alohnish ＠ nodai ．acjp

Megasphaera 属は 5種の 系統が 知られ て お り、食品工 業、医療及び環境技術の 分

野 に お い て非常 に 重要な 微生物で あ る。しか し培養が 困難で あ り、従来 の 培養

法で Megasphaera 属の 挙動 を解析 する に は 数週聞 を要す るため 、その 分布や 動

態に つ い て は 殆ど理 解が 進 んで い ない 。そ こ で 本研究で は、白然界の 環境試料

やバ イ オ燃料生産過程に お け る Megasphaera 属の 種 レ ベ ル の 分布及び挙動 を、簡
便か つ 迅 速に 解析する ため の 技術開発 を試み た。
まず、16S 　rDNA 配 列 に基づ きMegasphaera 属に 特異的なプラ イマ

ー
を設計 し、

類縁 菌種 との 識別試験 に供 した。その 結 果、Primer　sel 　Mega −142FtMega −X を用

い た Specific−PCR 法 に よ る属 レ ベ ル で の 検出が可能 な
一

次 ス ク リ
ーニン ン グ技

術を開発 した。次 に、増幅 産物 を制 限酵素で 制 限す る こ と に よ り、Restrlction

Fragmcm 　Leng ［h　Polymorphism 〔RFLP ）法 に よ る 種 レ ベ ル で 判別 が 可能 な二 次 ス

ク リ ーニ ン グ技術 を開発 した。
　 こ れ ら の 技 術 を用 い て 発 酵物 や 臨床、環 境 試 料 な ど約 【00 の 試料 か ら

Meg αsphaera 属 を含む試料の ス ク リ
ー

ニ ン グを行った と こ ろ 、21 試料 で 陽性 反

応を得た。さ らに RFLP 法と 且6S 　rDNA シーケ ン ス に より、メ タ ン発 酵や水素発

酵な どの 嫌気性の 発酵物 に は M 訟 飽 廨 ．人の 口腔 に は M．〃micronucifJrmis が存

在する こ とを明 らか に した。以上の こ とか ら、本技術は Megasphaera属の 自然

界に お ける広が りと振 る舞 い の 理解 に貢献で きる 。
Akihiro　Ohnishi．　Shinko　Abe．　et　al．，APPL 匸ED　AND 　ENVTRONMENTAL 　MtCROB 且一
〇LOGY ，2011；77，S533−5

水素発酵 は生物燃科 を生 産す る有効 な手法で ある が、従 来の 水素 発酵 で は 主 に

デ ン プ ンや グ ル コ
ー

ス を基 質と して お り、乳酸 は 基質 と して適 さ な い と さ れ て

い る。また乳酸 菌の 存在 に よ る水素 発酵 能の 低 下が報告 され てお り、基 質や植

種源 をヒ
ー

トシ ョ ッ ク 処理す る こ と に よ って乳酸 菌の 増 加を 防 い で い る。しか

しなが ら、ヒ
ー

トシ ョ ッ ク 処理 に よ る エネ ル ギ ー
の 投 人は水 素発 酵 に お け る 正

味の エ ネル ギ ー
収支 を マ イ ナ ス にす る 主 因と な って い る の が 現状 で あ る。そ こ

で 本研究 で は 、ヒ
ートシ ョ ッ ク の よ うな 前処 理 を必要 とせ ず、乳 酸 を 単

一の 基

質と して 水素燃 料を生 産可 能な微 生 物 の 獲得 を 目的 と した。
まず、乳酸を 基 質 と して 水素発 酵能 を示す 微 生 物 群 の 獲得 を 行 っ た 。そ の 結果 、
無処 理 の メ タ ン 発酵 シ ス テ ム の 処 理 物 を 植種 に 用 い る こ とで 乳酸 を 基 質 と して

安定 した 水素発 酵能 を示 す 微 生 物群 を獲 得 した ．そ の 水素収率 は平 均 0．39mol／
mol −Lactate で あ った。発 酵物 を PCR −DGGE 法 お よ び FISH 法 に 供 し た 結果 、
Megasphaera 　elsdenii に近 縁 な 菌種 が優 占菌種 で あ る こ とが 明 らか とな っ た。本

微生 物は 当研 究グ ル ープ で乳 酸菌 との 共存下 で 水素 を生 産する 偏性嫌気性 菌で

ある こ とを報 告 して い る 。
次に 、集積培養後 の 発 酵物か ら M．elsdenii の 分離 を試 み た。そ の結 果 、2 株の

Meisdenii を獲得 し．発酵試験 に供 した 結果、平均 0．39mol ／m 。1−Lactateの 収率で

水素を生 産する こ とが確 認 され た 。この よ うに 乳 酸 を 車
一の 基 質 と して 効率的

に 水素燃 料 を生 産 可能な 微生 物 と して M ．elsdenii を獲 得 した 。
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